
平成 25 年 12 月６日

金 融 庁 

主要行等の平成 25 年９月期決算の概要 

１．損益の状況 

○ 実質業務純益は、資金利益や役務取引等利益が増加したものの、債券等関係損

益が大幅に減少したことなどにより、前年同期に比べ 14.4%の減少。

○ 中間純利益は、与信関係費用や保有株式の減損処理が大幅に減少したことなど

により、前年同期に比べ 56.3%の増加。 
（単位：億円） 

23 年９月期 24 年９月期 25 年９月期 前年同期比 

業務粗利益 33,508 34,443 32,411 ▲ 2,032

資金利益 19,427 18,911 19,937 1,026

役務取引等利益 5,927 5,983 7,180 1,197

債券等関係損益 4,906 6,296 1,234 ▲ 5,062

 うち、債券等償却 ▲ 236 ▲ 184 ▲ 191 ▲ 7

経費 ▲ 16,468 ▲ 16,633 ▲ 17,159 ▲ 526

実質業務純益 17,040 17,810 15,252 ▲ 2,558

与信関係費用(※) 93 105 2,199 2,094

株式等関係損益 ▲ 2,467 ▲ 6,702 1,391 8,094

 うち、株式等償却 ▲ 2,674 ▲ 7,114 ▲ 335 6,779

中間純利益 9,370 7,767 12,136 4,369

※与信関係費用について、正の値は益を、負の値は損を表す。 

（参考） 

23 年９月期 24 年９月期 25 年９月期 

貸出金（末残） 238.2 兆円 244.3 兆円 263.9 兆円 

（注）貸出金は銀行勘定計 

２．不良債権の状況 

○ 不良債権額は 25 年３月期に比べ減少、不良債権比率も低下。

24 年３月期 25 年３月期 25 年９月期 

不良債権額 5.0 兆円 5.1 兆円 4.4 兆円 

不良債権比率 1.84% 1.78% 1.53% 

３．自己資本比率の状況 

○ 自己資本比率は 25 年３月期に比べ上昇。

 （国際統一基準行(※)：６行）         （国内基準行：３行） 

※国際統一基準行は25年３月期よりバーゼル３を適用。

（注1）記載金額・比率は、四捨五入して表示。 

（注2）計数は単体ベース。ただし、一部の銀行において再生専門子会社の計数を含む。

25 年３月期 25 年９月期

総自己資本比率 17.45% 18.09% 

Ｔier1 比率 13.15% 13.62% 

普通株式等Ｔier1 比率 10.99% 11.52% 

25 年３月期 25 年９月期 

自己資本比率 14.70% 15.07% 


